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１ 　はじめに

　「小 １ プロブレム」の問題を受け，平成22年
（2010年）に文部科学省から「幼児期の教育と
小学校の教育の接続について」１ ）が示されて，
四半世紀が経過しようとしている。教育現場で
は，教育委員会の後押し等を受け，小学校区ご
とに，保育園，幼稚園，幼保連携型認定こども
園，小学校が連携して問題解決にあたるための
定期的な会議を開催し，接続カリキュラムの作
成，幼児と児童の交流会の実施等，保育園・幼
稚園等と小学校の円滑な接続を図る取組が継続
的に行われるようになっている。
　そうした中，平成29年（2017年）に『保育所
保育指針』が改訂 ２ ）され，養護だけでなく教

育を行う施設としての位置付けが明確になり，
小学校入学の前段階の教育が，幼稚園や幼保連
携型認定こども園と同様，保育園においても意
図的に行われるようになった。
　さらに，教員養成の質保証という観点から，
保育士，教員を養成する大学においても様々な
反省的検討が進められ，平成29年（2017年）に
「教職課程コアカリキュラムの在り方に関する
検討会」から「教職課程コアカリキュラム」３ ）

が示された。保育士，幼稚園教諭の養成課程を
もつ大学，短期大学，専門学校においては，教
職課程を編成する際には「コアカリキュラム」
の内容を踏まえ，大学等や担当教員による創意
工夫を加え，体系性をもった教職課程を構築し
ているところである。　
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　『保育所保育指針』『幼稚園教育要領』等に
は，乳幼児の心身の発達を総合的に捉え，保育
者が保育活動を行う際の指針となるものが， ５
つの領域「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表
現」に分けて示してあり，近年，こうした内容
についての研究が積極的に行われるようになっ
ている。中ノ子 ４ ）によると，平成29年（2017年）
以降，領域「言葉」に関する研究は飛躍的な増
加傾向にあり，そのテーマは，「保育者養成」
「小学校との接続」「絵本」「要領・指針」の ４
つのテーマが ７ 割以上を占めていることが分か
るとしている。
　本稿では，言葉の獲得に関する領域「言葉」
について，保育者を養成する大学等の教育課程
における指導について，その方向性を探りたい
と考えている。それ故，教育現場のニーズを把
握するため，小学校区ごとに小学校と保育園・
幼稚園等が作成している保幼小接続カリキュラ
ムに着目するとともに，保育士養成課程をもつ
大学等のシラバスに着目し，領域「言葉」の指
導法に関する大学での授業の方向性について考
察していくことを目指すこととする。

２ 　研究の方法

⑴　保幼小接続カリキュラム
　広島市にある140の小学校区に，広島市教育
委員会を通じて保幼小接続カリキュラムの共有
協力を依頼した。これは，小学校区の中で，保
幼小の円滑な接続を目的として，小学校区の中
で，保育園，幼稚園，幼保連携型認定こども園
と小学校が連携を推進しているからである。な
お，依頼した140校のうち，協力を得ることが
できたのは125小学校区であった。

⑵　大学等のシラバス
　広島市内の保育園，幼稚園等に多くの教員を
輩出している広島県内の保育士及び幼稚園教諭
養成課程をもつ大学等のホームページから領域
「言葉」の指導法に関する授業のシラバスを収
集した。15校の大学等のうち13校についてシラ
バスを得ることができた。
　また，全国的な傾向を把握することを目的と
して，Google を用い，「シラバス」「言葉」「指
導法」のキーワードを入力し，表示されたシラ
バスのうち，過去 ３ 年以内のシラバスを30校分
収集した。

⑶　保幼小接続カリキュラムの分析方法
　保幼小接続カリキュラムには，保育園・幼稚
園等の年長のカリキュラムがアプローチカリ
キュラムとして，小学 １ 年生のカリキュラムを
スタートカリキュラムとして，円滑な接続が見
えるように並べて示してある。ここから，現場
の実践レベルで保育園，幼稚園等と小学校が連
携して指導する際に，特に焦点を当てて指導し
ようとしている内容を探ることができるのでは
ないかと考えた。各領域の内容については，全
ての内容を保育園，幼稚園等において計画的に
指導することになっているが，保育園，幼稚園
等と小学校では継続的な情報交換，協議を行い，
特に力を入れていく必要があると判断した内容
について，教育の円滑な接続が見えるよう精選
して示している。
　多くのアプローチカリキュラムには，「育て
たい姿」とそのための「活動」が示されている
が，活動については方法であることから，「活
動」に着目しつつ，「育てたい姿」の記述から
領域「言葉」の内容に関するものを集計した。
その際，５ つの領域「健康」「人間関係」「環境」
「言葉」「表現」に示されている内容の経験に
ついては，遊びや生活の中で一体的に展開され
るものであり， ５ つの領域の内容はよく似た表
現になっているものがある。
　例えば，領域「人間関係」の内容である「⑹
自分の思ったことを相手に伝え，相手の思って
いることに気付く。」と領域「言葉」の「⑶し
たいこと，してほしいことを言葉で表現したり，
分からないことを尋ねたりする。」である。相
互に理解し合うことについて，人間関係という
面とそこに介在する言葉という面から表現され
ており，言葉の性質上からも区別をはっきりさ
せることが困難である。そこで，一緒に示され
ている「活動」等も参考にしながら，領域「言
葉」の内容に関わっていると解釈できるものに
ついては，領域「言葉」の内容に関するものと
して集計した。また，アプローチカリキュラム
の中にも，小学校で多く使われてきた「伝え合
い」という文言が多く使用されている。その場
合は，領域「言葉」の内容「⑶したこと，して
ほしいことを言葉で表現したり，分からないこ
とを尋ねたりする。」「⑷人の話を注意して聞き，
相手に分かるように話す。」の両方の内容に関
係しているものとして整理して集計した。（表
１ 参照）
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表 １　保幼小連携接続カリキュラム�
（アプローチカリキュラム）に見られる�

領域「言葉」の内容
領域「言葉」の内容 小学校区 割合

⑴�先生や友達の言葉や話に興
味や関心をもち，親しみを
もって聞いたり，話したり
する。

22校区 17.6%

⑵�したり，見たり，聞いたり，
感じたり，考えたりなどし
たことを自分なりに言葉で
表現する。

79校区 63.2%

⑶�したこと，してほしいこと
を言葉で表現したり，分か
らないことを尋ねたりする。

105校区 84.0%

⑷�人の話を注意して聞き，相
手に分かるように話す。 41校区 32.8%

⑸�生活の中で必要な言葉が分
かり，使う。 20校区 16.0%

⑹�親しみをもって日常の挨拶
をする。 16校区 12.8%

⑺�生活の中で言葉の楽しさや
美しさに気付く。 ２校区 1.6%

⑻�いろいろな体験を通じてイ
メージや言葉を豊かにする。 66校区 52.8%

⑼�絵本や物語などに親しみ，
興味をもって聞き，想像す
る楽しさを味わう。

３校区 2.4%

⑽�日常生活の中で，文字など
で伝える楽しさを味わう。 17校区 13.6%

⑷　大学等のシラバスの分析方法
　各大学等のシラバスに示された授業の概要，
達成目標を踏まえ，授業計画に示された各回の
内容から，領域「言葉」に示された内容ついて
の指導がどのように進めようとされているか状
況を把握した。教員としての実践的な指導力を
身に付けさせる観点として，読み聞かせ等の実
演や教材作成を学生に身に付けさせる学習活動
を設定しているもの，指導案の作成について位
置付けているもの，模擬保育を位置付けている
もの，さらには，それらが領域「言葉」のどの
内容について実施するものであるか整理した。
（表 ２ ・表 ３ 参照）
　あくまでもシラバスは授業の到達目標や事前
の計画を示すものであって，その内容までの的
確な把握は困難であるというシラバス分析の限
界性を認識しておく必要がある。しかし，授業
担当者が履修者を把握する前に計画段階として
掲げている到達目標やそこに導くために必要だ

と考える授業内容や傾向を把握することができ
ると考えた。

表 ２　シラバスから読み取ることができる
実践的な指導の内容（広島県内）

実践的な指導の内容 実施大学等 割合
児童文化財による演習 12校 80.0%
指導案作成 ５校 33.3%
模擬保育 ４校 26.7％
指導案作成・模擬保育の内容表示 ０校 0.0%

表 ３ 　シラバスから読み取ることができる
実践的な指導の内容（全国抽出）

実践的な指導の内容 実施大学等 割合
児童文化財による演習 18校 60.0%
指導案作成 19校 63.3%
模擬保育 17校 56.7%
指導案作成・模擬保育の内容表示 ０校 0.0%

3 　結果と考察

⑴�　保幼小接続カリキュラムに見られる領域
「言葉」の内容

　広島市にある125の小学校区の保幼小接続カ
リキュラム（アプローチカリキュラム）に見ら
れる領域「言葉」の内容は表 １ のとおりであっ
た。「小 １ プロブレム」の問題に対応し，保幼
小の接続を円滑にするために，保育園・幼稚園
等の段階で何が特に意識して指導が進められて
いるか見て取ることができると考えている。
　特に多く見られた領域「言葉」の内容は，「⑵
したり，見たり，聞いたり，感じたり，考えた
りなどしたことを自分なりに言葉で表現する。」
「⑶したこと，してほしいことを言葉で表現し
たり，分からないことを尋ねたりする。」であっ
た。それぞれ79の小学校区，105の小学校区の
計画に見られ，それぞれ全体の63.2％，84.0％
を占めている。保育園・幼稚園等より大きな集
団である小学校の中で生活や学習を行うために
は，言葉で表現したり，尋ねたりすることがで
きることが大切であると考えられていることが
よく分かる。また，小学校においては，児童の
生活や学習をより良いものにするため，多くの
学校で「伝え合う」ことを大切に取り組んでき
た経緯があり，そのことが，保育園・幼稚園等
にもつながっているとも考えられる。
　次に多く見られたのが「⑻いろいろな体験を
通してイメージや言葉を豊かにする。」であっ
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た。66の小学校区52.8％の計画に見られる。保
育園，幼稚園等においては，遊びや活動の中で
様々な内容を身に付けさせることを基本にして
いる。こうした経験は，小学校に上がってから
も，日常の言語生活や国語科だけでなく，生活
科や図画工作科などにつながっており，発達の
根幹をなすものであることから，意識的に指導
を進めようとする傾向が強いことをうかがい知
ることができる。

⑵�　大学等における領域「言葉」の指導法の授業
　広島県内の大学等のシラバスから読み取るこ
とができる実践的な指導の内容は表 ２ のとおり
であった。
　児童文化財による演習を行っている大学等は
多く，15校中12校，80.0％の大学等で指導が行
われる計画になっていた。絵本や紙芝居，シア
ターなど「児童文化財」と呼ばれる教材を作成
したり，実演したりするという計画である。一
方，広島市の多くの小学校区の保幼小接続カリ
キュラム（アプローチカリキュラム）には，「⑼
絵本や物語などに親しみ，興味をもって聞き，
想像する楽しさを味わう。」は ３ つの小学校区
に限られ，全体の2.4％にとどまっている。
　平成13年（2001年）に「子どもの読書活動の
推進に関する法律」が公布・施行されて以来，
全国の教育機関では積極的に子供の読書活動を
推進しており，現在も保育園・幼稚園等，小学
校において，読み聞かせ等が盛んに行われてい
る。このことから，保育園，幼稚園等で読み聞
かせ等が行われていないということではなく，
よく行われていて，敢えて保幼小接続カリキュ
ラム（アプローチカリキュラム）に位置付ける
必要がないと考えられていると捉えるべきであ
ろう。80.0％の大学等において，児童文化財に
よる演習が行われており，こうした授業を経験
した保育者によって，本の読み聞かせ等は保育
園・幼稚園等で十分に行われていると考えられ
る。実際，筆者が小学校に勤務していた際，新
１ 年生の教室で読み聞かせが始まると，子供た
ちが読み聞かせに集中する場面を数多く見るこ
とができた。大学等で，時間を確保して実演し
て学んだことが，多くの保育園・幼稚園等での
実践に位置付いているのであろう。
　大学等のシラバスから読み取ることができる
実践力に焦点を当てた活動としての「指導案の
作成」や「模擬保育」については，それぞれ ５
校（33.3％），４ 校（26.7％）にとどまっている。

「教職課程コアカリキュラム」には，保育内容
の指導方法と保育の構想についての到達目標と
して，「 3 ）指導案の構成を理解し，具体的な
保育を想定した指導案を作成することができ
る。」「 4 ）模擬保育とその振り返りを通して，
保育を改善する視点を身に付けている。」が示
されている。しかし，実際には半数以上の大学
等でこうした学びがないまま，いきなり教育実
習に出ることになり，現場教員の指導上の負担
や学生の教育実習における学びを充実させると
いう点では課題である。
　全国の抽出した大学等のシラバスから読み取
ることができる実践的な指導の内容は，表 ３ の
とおりであった。
　児童文化財による演習を行っている大学等
は，30校中18校，60.0％であり，広島県内の大
学等と比較すると（表 ２ と表 ３ の比較），32ポ
イント低い。逆に「指導案の作成」や「模擬保
育」については，19校（63.3％），17校（56.7％）
と多く，広島県内の大学等と比較すると，それ
ぞれ30ポイント高くなっている。全国的には，
より実践的な指導を内容にしている大学等が広
がっていることがうかがわれる。
　他方，牛渡 ５ ）は，「教職課程コアカリキュラ
ム」の作成の経緯とその課題について次のよう
に述べている。アメリカで作成されている教員
や校長のための「専門職基準（スタンダード）」
の特徴（①共通の枠組みによる質保証，②作成
過程への当事者による参加の保証，③関係者の
合意づくり）を例に挙げ，コアカリキュラムの
価値を認めながらも，学会等の専門団体との連
携を視野に入れ，十分な納得と合意を得る努力
が必要であったとしている。また，源ら ６ ）は，
保育者養成校における担当教員の専門分野の実
態調査から，保育内容「言葉」を担当する教員
の専門分野については，保育学・幼児教育学に
関連する分野，心理学に関連する分野，国語教
育学や文学に関連する分野という主に ３ つの研
究領域に大別されることを報告している。
　絵本の読み聞かせのように児童文化財を使っ
て幼児が楽しむことができる場を作ることにつ
いては，数多くの文献が見られ学生への指導を
比較的構想しやすい。しかし，保育園・幼稚園
等における指導は，活動や遊びの中で，その幼
児にあった個別の指導を行うことが求められ
る。指導案の作成，模擬授業においては，幼児
の個々の実態や扱う内容を元に構想することに
なる。例えば，絵本の読み聞かせという活動を
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通して，「⑵したり，見たり，聞いたり，感じ
たり，考えたりなどしたことを自分なりに言葉
で表現する。」ことを指導する場合，この内容
について一人一人の幼児の実態を把握し，それ
に応じた指導を構想することになるのである。
保育学・幼児教育学に関連する分野を専門とす
る教員にとっては，具体を示して指導案の作成
や模擬保育を学生に課すことは比較的実施しや
すいが，その他の分野を専門にしている教員に
は時間と労力を要することになる。
　こうした中，領域「言葉」における幼児への
指導の在り方を模索して，その考え方や実践的
な取組について言及する論文も多く見られる。
棚橋ら ７ ）は，新科目のシラバス構成に寄与さ
せることを目的に，領域「言葉」のねらい及び
内容に即し，気持ちを言葉で表現すること，作
文学習，言葉で伝え合うことに関わる専門的研
究知見を報告している。また，岡田 ８ ）は，「思
いを伝える幼児の育ちと教師の援助を関連付け
た表」を活用していくことで，幼児の育ちにつ
いて教師間で共通理解し，同じ認識の基に連携
を図りながら成長に応じた適切な援助を行うこ
とにつながったことを報告している。思いを伝
える幼児の育ちを「①思いをもつ②思いを出す
③一方的に自分の思っていることを伝える④相
手に分かるように伝える」の ４ 段階に分け，そ
れぞれ幼児の具体的な姿，幼児の思いの読み取
り，教師の援助を対応させて整理している。思
いを伝える幼児の姿や教師の援助が継続的に記
録した表が添付されており，指導案作成や模擬
保育を構想する上で参考になる資料である。
　表 ２ ，表 ３ において，指導案作成・模擬保育
の内容を表示している大学等はないことが分か
る。具体の指導を構想する指導案作成・模擬保
育においては，指導する内容について，幼児の実
態がまずは前提となる。そして，遊びや生活など
の中で言語活動を通して内容を指導することにな
る。遊びの場面での言葉や読み聞かせの場面で
の言葉について，幼児の言葉の状況からどのよう
な言語使用者を育てるのか構想し，具体的に指
導過程を検討する力をもつことができるようにす
ることが求められていると考えられる。

４ 　おわりに

　保育士養成課程をもつ大学等の領域「言葉」
の指導法の在り方について，保幼小連携プログ
ラム（アプローチカリキュラム），大学等のシ

ラバスを分析，考察してきた。コアカリキュラ
ムについての共通理解が広がること，そして，
指導案作成や模擬保育の指導の在り方をさらに
充実・発展させていくことが求められる。筆者
は，小学校における授業改善を長年に渡って進
めてきた。一朝一夕にはいかなかったが，継続
的な取組により，気が付けば大きく進展してい
た。大学等においても，保育者のより良い育成
を目指し，これまで以上に保育現場の実態の把
握に努め，大学等，そして担当教員の連携によ
り，広く授業の質的保証を図ることができるよ
う尽力していきたい。

【要旨】

　本稿では，保育士，幼稚園教諭等の養成課程
をもつ大学等のシラバス及び保育園，幼稚園等
と小学校で作成している保幼小接続プログラム
に着目し，領域「言葉」の指導法に関する大学
等での授業の方向性について考察した。大学等
においては，教職課程コアカリキュラムを基に
大学等や担当教員による創意工夫により，体系
性をもった教職課程を構築しているところであ
るが，シラバスに見られる実践に焦点を当てた
活動の計画は大学等によりばらつきがあった。
保幼小接続カリキュラムに見られる教育現場の
ニーズに着目することは，それぞれの大学等に
おける教育課程や授業を充実させる動きを推進
させるものである。大学等は大学等間の連携に
とどまらず，保育園，幼稚園等との連携を一層
活性化させる必要があると考えた。
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